
個人開発で
なにを作れば良いのかわからない

いぐぞー



自己紹介



Twitter芸人の
ITエンジニアです





詳しくは「いぐぞー」で
調べてください (投げやり )



個人開発で
いちばん重要な問題とは



個人開発で
なにを作れば良いのか

わからない



という問題



人によっては
そんなこという時点で



個人開発
向いてないんじゃ？



という輩がいるが



私はそうは思わない



なぜなら私も同じ悩みを
かかえていたから



そんな私が個人開発で



はじめて作りきった
サービスは



ADHDの病院を
地図から探せるサービス





技術的にすごいものを
使ったわけでなく



むしろシンプルだったが



まあまあバズった



作った理由は



自分がADHDで
診断できる病院を探すのが



大変だったという経験から



個人開発で
一番難しいのが



「作り切る」こと



私はサービスを
作りきったことがなかったが



「このサービスがあったら過
去の自分は助かった」



という使命感で
サービスを作りきれた



その次に作ったサービスは



患者による薬の
レビューサイト





弁護士のチェックを
挟んでOKだったが



西村ひろゆきさんに
スパチャして



サービスの宣伝をしたら



弁護士でもないのに
違法性を指摘された



半分炎上に近い形だったが



それが宣伝になり



PVが30倍くらいに
跳ね上がった



話を戻すと



個人開発でなにを作るかの



結論は



あなたが「欲しいもの」で



問題ない



もちろん
ビジネスにしたいなら



儲かる領域を狙って



「他人」が欲しがるものを
狙って



個人開発した方が
いいんだろうが



自分はジョブズでないし
多くの人がジョブズでない



ので



「欲しい」ものを作るを
お勧めします



一方でこういう問題が
あります



世の中に
自分の欲しいものが



既にあるので
何を作ればいいかわからない



そんな人に
言いたいことがあります



「もっと真剣に人生やれ」



日常生活を過ごしていて



あなたがすべて
快適なものに



囲まれていたとしたら



あなたはもっと
幸せだぜ？



例えば



UIイケてないのに
使っているアプリがあれば



自分が
格好いいUIで作ればいいし



続かない
ダイエットアプリがあれば



ダイエットが続かないのは
自分のせいでなく



アプリのせいである



自分は悪くないと



ダイエットアプリを
作るのもいいでしょう



大事なのは



間違っているのは俺じゃない
世界の方だという



傲慢さです



例えば最近自分が作った
アプリで



画像を星評価するだけの
アプリがあります





最近Stable Diffusionで



AIイラストを
作成することに



ハマっており



数万枚の画像から
わずか数枚の良いイラストを



pixivにアップするという
行為にハマっており



大量の画像を仕分けする
必要がありました



同じ機能を持つ Adobeの
Lightroomというソフトに



お金を払いたくないので
自分で作りました



自分は満足しています
(ここ重要 )



個人開発は
自己満足で十分



世の中には個人開発を



難しく考えすぎな人が
多いですが



料理研究家の
土井善晴先生が



「家庭料理は
ええかげんでええんです」と



言っているように



個人開発は
ええかげんでええんです



自分が使いたいものを
作ればええんです



誰も使わないアプリを
せっせと作るより



自分が確実に使うアプリを
作りましょう



ご清聴
ありがとうございました


